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【児童生徒の安全対策】 

 

１．施設面での対策 

    （１）不審者対策として市内の学校は校地内外の遮断は不可能に近いが、校舎内

外の遮断は可能である。その為に出入り口の一元化と身元確認方法として

各学校に監視カメラ・インタ－ホン及びオ－トロック機能の出入り口を設

置し、児童生徒が安全に楽しく学習できる場を確保するもの。 

・インタ－ホン付監視カメラ 

           平成１６年度末までに設置済 ： 小学校２５校（２４校と１分校） 

・オ－トロック機能付錠（１校 ２箇所）生徒玄関と職員玄関 

           平成１７年度末までに設置済 ： 小学校１３校 

 

  ２．学校・ＰＴＡ・警察・地域社会などの連携 

（１）学校における安全確保や安全管理の充実及び通学路や地域における不審者

対策においては地域住民の協力で抑制できる。そこで、地域住民による児

童生徒の見守り活動に対して、防犯ジャンパ－・キャップ・腕章などの配

布と保険の加入を勧めていくもの。 

・平成１７年５月現在の活動人数 ： １，４４０人 

・平成１８年５月現在の活動人数 ： ２，０６７人 

    （２）警察より安全メ－ルの配信を受け、各小中学校に配信（情報の共有化） 

         ・不審者情報が入った場合は各小中学校に一斉配信する。 

         ・学校から関係者に連絡（学校によっては携帯で配信） 

    （３）地域ぐるみの学校安全体制推進事業（県事業） 

・ スク－ルガ－ド養成講習会の開催 

            ・警備上の留意点や不審者を発見した場合などの対応など、実

践的な事例について対応できる学校安全ボランティア等を対

象とした養成講習会 

・ 学校安全指導員による学校の巡回指導等の実施 

            ・登下校時の安全指導を中心に、通学路の点検や学校安全ボラ

ンティアに対する具体的な指導、小学校への巡回指導（情報

の交換） 

    （４）校下別子ども安全マップ（下敷き）の配布 

・ 各小学校別に校下内の子ども１１０番の家、危険箇所を記載した、

子ども安全マップ（下敷き）の配布 

    （５）その他 

・ 学校への定期的な安全調査の実施 

・ 学校での防犯教室の実施依頼 

 


